
（別紙３）

～ 令和7年　10月　31日

（対象者数） １９世帯 （回答者数）
14世帯

～ 令和７年　10月　31日

（対象者数） ６名 （回答者数）
６名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

ただ体験、経験するだけでなく楽しんでもらう事で子ども達

に興味をもってもらい、好きや得意な事へ繋げられるよう体

験した事を日々の活動に落とし込んでいく。

2

活動内容が固定化しないよう職員も新しい事を取り入れてい

き、活動後振り返りをする事で改善、改良に取り組んでい

く。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

各職員が意識し、利用者数や状況に応じて各部屋を行き来し

てできる限り全体の様子が把握できるようにしていく。

2

3

学校や家庭ではなかなかできない体験、経験をしてもらえるよ

うな活動や外出等を取り入れ、多角的に社会体験を積む事がで

きる。

地域のイベントや情報を集め、活動に繋げている。

職員（支援者）それぞれの得意なスキル（おやつ作り、工作、

スポーツ等）を活かし、支援や活動に繋げている。

出来るだけ多くの子ども達に活動に参加してもらえるよう活動

内容を分かりやすく説明できるようにしている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

支援室が２部屋あるため、職員配置数の分散により各部屋での

個別の対応が難しい場面がある。

支援室が２部屋と廊下があり、全体の把握が難しい。

令和7年　10月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年　11月　10日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 放課後等デイサービス　てんとうむし

○保護者評価実施期間
令和7年　10月　9日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


